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韓国の社会的な状況と民衆神学の可能性 

―今日における民衆神学の意義とその有効性について― 
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１．調査の目的と概要 

 新自由主義を軸とする世界経済のグローバル化は、経済成長を促進させて富を生み出し、

よりよい生活をもたらした一方で、増大する不平等の源泉にもなったと言われている。たと

えば、グローバル経済の要求に応じることができた地域と排除される地域との不均等は社会

の分裂をもたらし、その結果、地域格差が生み出された。 

さらに、グローバル化は労働市場に対する資本の支配を強化させ、そのため労働組合や労

働階級の力が弱くなり、労働者の権利などが剥奪され、人々の格差も広がってしまったので

ある。なぜなら、新自由主義は、能力を重視する「能力主義」やすべてを商品化する「市場

原理主義」など本質的に競争の原理がその中心になっているからである。 

こうした状況のなか、宗教、あるいは宗教共同体は、格差社会における社会的弱者の問題 

にいかに取り組むべきであるのか。1970年代の韓国で誕生した民衆神学の現状とその可能

性を探索することによって、今日の社会が抱える課題を浮かび上がらせて明確化し、その解

決の糸口を模索することが今回の調査の目的である。1
 

 

２．今日における韓国の状況と民衆神学の概要 

２－１．今日における韓国の状況 

韓国は、1997年のＩＭＦ危機や、2008年の世界金融危機などを経て、経済全般に低成長を

続けている。こうした低成長の理由としては、とりわけ世界経済の影響より韓国経済の構造

的な問題に起因しているという指摘も多い。すなわち、大企業を中心とする成長政策などに

よって、韓国の社会では深刻な「両極化」現象などが起きている。なかでも特に、労働市場

における「非正規労働者」の問題はかなり深刻である。 

今日の韓国が、いわば「経済民主化」と「福祉国家」の実現するにあたり、まず何よりも

雇用や労働問題が解決すべき最優先課題であることは確かであろう。2
 

                                                   
1
 調査は、2014年2月4日から6日にかけての延べ3日間、韓国のソウルで行った。 

2
 現韓国政府の主な雇用・労働政策は「雇用率70％達成」である。この目標から1年経過したが

全国民主労働組合総連盟の報告（2014年2月19日）によると、その間、韓国の経済成長率は

2.7%に達成したが、雇用率自体はわずか0.1%しか成長しておらず、正規労働者と非正規労働
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２－２．民衆神学の概要 

1970年代、韓国の社会的な状況のなかで生まれた「民衆神学」は、民衆という社会的弱者

の現実に焦点を合わせて、生の現場を中心にする神学である。すなわち貧困と権力によって

抑圧されている人々のために、政治・経済・社会全般が置かれた現実の状況から生じている

矛盾を批判し、その改善を訴え、社会的変革に参与する神学であるといえる。その際、「民

衆神学」では、新たな聖書の解釈に、社会的変革の神学的な根拠が求められた。 

こうした「民衆神学」は、その斬新な内容から、当初は多くの批判にさらされたものの、

その後、韓国をはじめとしたアジアを代表する神学となり、1970年代から1980年代にかけて

の韓国における民主化運動や労働者の人権問題などの解決に大きな貢献を果たすこととなっ

た。しかしながら､1990年代以降、韓国の民主化とともに、「民衆神学」の影響力は小さく

なってきたとも言われている。はたして現在の状況はどのようなものなのか。そして、なぜ

影響力が小さくなってしまったのであろうか。その理由を探るべく、次のような機関に訪れ

調査をおこなった。 

 

３．調査対象の選定 

 今回は、調査テーマに沿って複数の機関を調査対象に設定した。そのなかで充分な調査を

おこなうことができたのは四つの機関である。四つの機関は、教会・宣教機関・出版社（言

論機関）・大学など、それぞれの特徴と立場があり、今回の調査を遂行し、問題にアプロー

チするに際し、かなり役立つこととなった。 

まず、ソウルの明洞に位置する「ヒャンリン教会」は、「民衆神学」を生み出した安炳茂

（アン・ビョンム、1922－1996）によって創立された教会である。この教会では、現在でも

民衆神学の伝統が立派に継承され、維持されているので、今日における民衆神学の活動など

を知るために調査の対象に設定した。 

次に、基督教大韓監理会傘下の宣教団体であり、1989年に設立された「苦難を受けている

人々と共にする会」は、エキュメニカル・ムーブメント宣教に力を入れている団体である。

この会は、2007年に韓国基督教教会協議会の人権賞を受賞しており、最近の主な活動として

「密陽送電塔事件」などの社会問題にも積極的に参与しているので、今日における韓国の社

会的状況と社会的弱者の問題を把握するために調査の対象に設定した。 

また、大韓基督教書会は、1890年設立されたプロテスタント出版社である。大韓基督教書

会が出版する『基督教思想』は、韓国プロテスタント教会を代表する雑誌であって、韓国プ

ロテスタント教会の動向や関心事などを知るために調査をおこなった。 

そして、韓神大学である。神学部の姜元敦（カン・ウォンドン）教授からは、アカデミッ

                                                                                                                                                     

者の賃金の差は、よりいっそう広がっている。 
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クな観点から､最近の民衆神学の動向について話を聞くことができた。なお、姜教授は、現

在「民衆神学学会」の会長を務めている。 

 

４．調査報告． 

４－１．香隣（ヒャンリン）教会 

 大韓基督教長老会、香隣教会は朝鮮戦争直後、廃墟になったソウルで、1953年に設立され

た教会である。本格的に神学を学んでいない人々が中心となり、民族と教会が直面している

重大な危機を克服するため、新たな信仰共同体の必要性を感じたのが、この教会の設立の契

機であった。すなわち香隣教会は既存の教会が抱えている問題点――教派分裂と教権闘争な

ど――を批判し、①生活共同体 ②立体的な宣教共同体 ③平信徒教会 ④独立教会という

理念のもとに設立された。 

「香隣」という言葉は、「香りする隣人」を意味する。そして注目すべきは、多くの既存

の教会が成長を重視し、規模の拡大に力を注ぐのに対して、香隣教会の場合、教会の信徒が

一定の数に達すると「分家（教会を分離）」することである。特に、1966年から約二年間、

安炳茂が牧会を担当したことと、1987年に「民主憲法爭取國民運動本部」の発起人大会が開

かれたことで有名である。私が香隣教会を訪問したのは二回目であったが、今回の調査では

チョ・ホンジョン担任牧師から多くの有益な話を聞くことができた。 

 すなわち、香隣教会は創立60周年記念事業として「キルモク協同組合」（キルモクとは大

通りから細道への入口、町角、横町などの意味である）を新設した。「キルモク協同組合」

は安炳茂による信仰訓練所をその出発点としており、そこでの主な活動としては、たとえば

教育プログラムの運営（月例講座、人文教養講座、神学講座など）や特別教育プログラム（

国内、世界平和紀行、女性信徒の教育、他）、そして都市貧困層の支援、ホームレスの自立

支援、農村支援などがある。こうした活動のなかで､とりわけ興味深く感じたのは月例講座

と神学講座である。 

 月例講座では、デリケートな政治的な事案や労働問題（大企業の不当解雇など）をも取り

扱っている。そして、神学講座では「貧乏教会」というテーマのもと、聖職者たちが教派を

越えて、いろいろな講座を担当している。また香隣教会においても、「성서배움마당（聖書

を学ぶ場所）：歴史と解釈」という時間を設け、チョ・ホンジョン牧師が安炳茂の著書を中

心とした講座を設けている。 

 今回の調査によって、香隣教会が民衆神学の伝統を徹底的に維持し、社会的な諸問題に積

極的にアプローチしていることがよく理解できた。 

  

４－２．苦難を受けている人々と共にする会―基督教大韓監理会傘下の宣教団体― 

 「苦難を受けている人々と共にする会」の主な活動内容は「平和宣教」「人権宣教」「統

一宣教」に分けることができる。なかでも特に注目すべきは「人権宣教」と「統一宣教」で
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ある。「人権宣教」の内容は、格差社会の問題が深刻化されている状況下で、非正規労働者

をはじめとした社会的弱者の問題を取り上げるとともに、社会的弱者がいる場所を訪問し、

礼拝などをおこなうというものである。そうした活動の狙いは、社会的弱者の問題に人々の

関心を集中させるところにある。たとえば「密陽送電塔事件」の件で被害を受けている「密

陽」地域を訪問し、送電塔建設で被害を受けている人々のためにも礼拝をおこなっている。 

その他、苦難を受けているアジア民主化運動支援、「良心囚」（Prisoner of conscience）

の支援および良心囚に関する書籍の出版、エキュメニカル（Ecumenical）活動家の育成など

がある。そして「統一宣教」では、非転向長期囚の支援、北朝鮮の支援、在日韓国人の民族

教育支援といった活動をおこなっている。 

 

４－３ 大韓基督教書会 

大韓基督教書会への訪問では、『基督教思想』編集長を務めているホン・スンピョウ牧師

から、韓国における最近のプロテスタント教会の動向に関して話を聞くことができた。その

なかで、近年――特にここ6年から7年の間に、韓国の政治状況が急変し、急速な保守化傾向

によって民主主義が後退しただけでなく、労動者、農民などを中心とする民衆の生活が疲弊

している、といった状況をうかがい知ることができた。 

ホン牧師は、今回の調査テーマである「今日における民衆神学の意義と可能性」というこ

とについて深い興味を示し、調査にも協力的であったが、残念ながら『基督教思想』編集部

では、最近の民衆神学に関する資料をあまり持っていない、とのことであった。 

また、今日の韓国で「民衆神学」があまり取り上げられなくなった理由について、ホン牧

師の見解を聞くことができた。すなわち、今や民衆神学を支持する人々が、あくまで一部の

少数派になってしまい、活動の力が弱くなってきたこと、そして、それと同時に、今日では

民衆神学よりもむしろ福音派の教会をが中心となって活発な社会的活動が進められている、

という状況を、その理由として示された。 

さらに、日本の福島原発事故以後展開された韓国社会の脱原発運動とキリスト教の対応に

関しての説明も受けることができた。なお「苦難を受けている人々と共にする会」が訪問礼

拝をおこなった「密陽送電塔事件」も原発と密接な関わりをもっている。さらにホン牧師自

身も、ホン牧師の地元で建設予定の原子力発電所を建設を巡って反対運動を展開している。 

 

４－４．韓神大学神学部の姜元敦（カン・ウォンドン）教授：「民衆神学学会」会長 

最後に、「民衆神学学会」会長である韓神大学神学部の姜元敦（カン・ウォンドン）教授

からは、民衆神学と韓国キリスト教の現況について貴重な意見を聞くことができた。 

まず、注目すべき点は、今の若い世代（たとえば、神学部の学生たち）が「民衆」という

言葉に抵抗感を示している、ということである。これについての理由は、今後、総合的な分

析が必要であると思われるが、特に印象的だったのは、1970年代から1980年代にかけて民衆
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神学者らが論じた「民衆」というのは、韓国社会においてすでに消滅しつつあり、「民衆」

を論じる意義がなくなってしまった、という指摘であった。 

また、1990年代になって、民衆神学が活発に議論されなくなったのは、民衆神学自体がペ

ダンチックな方向へ進み、現実的な問題を疎外した議論が多かったのも、その理由の一つで

あろう、との見解を示された。 

一方で、姜教授は次のようなことも話された。すなわち、若い研究者を中心に、最近、民

衆神学を解釈する新たなパラダイムが提示され始めている、ということである。たとえば、

唯物論的な解釈、認識論的な解釈、ポストモダン的解釈、過程神学的解釈といった非常に新

しく、刺激的な研究成果が発表されているようである。ただし、姜教授によれば、民衆神学

の根本的な理念はやはり現場中心の神学であり、現場を中心とする活動こそが重要であると

のことであった。このように姜教授とは、グローバル化と民衆神学という問題についても意

見交換をすることができた（なお、姜教授は、グローバル化を帝国の形成過程として捉える

見方を示している）。 

 

５．調査を終えて 

今回、限定された時間のなかで、十全ではないものの韓国のキリスト教および民衆神学の

動向について、ある程度把握することができた。一方で、民衆神学（宗教）が社会的弱者の

問題に、いかなる方法でアプローチすべきかという課題に対しては、今後さらなる調査と研

究とが必要であることを感じた。今回の調査結果を土台とし、研究をいっそう進展させるよ

う努めたい。 

 

（BAHNG Jun Sik 京都大学非常勤講師） 


